
ADO.NETでデータベース操作をす

るときにもっとも厄介な問題は、「デー

タベースからのデータの取得」と「デー

タベースへの更新操作」です。

ADO.NETの非接続型データアクセ

スでは、データベースからメモリへと

読み込み、メモリ上で変更して、あと

で書き戻すという手法をとります。

データベースに接続したままデータ

を変更するわけではないので、データ

ベースへと書き戻すときに、誰かが

「すでに書き変えていた」とか「削除し

ていた」という事態は、容易に起こり

得ます。このとき、無理矢理書き込む

と、上書きが起きたり、消されたはずの

レコードが復活したりしてしまいます。

また、DataGridViewコントロールな

どでは、メモリ上のデータとデータバ

インディングするので、データ量が多

い場合には、いくつかの問題を抱えます。

たとえば数十万件のレコードが存在

するデータベースでは、全データをメ

モリ上にとってくることはできず、あ

る程度に分割して読み取って出力する

といった工夫が不可欠です。

本稿では、このようなデータベース

の更新に関する問題と、その問題を解

決するためのいくつかの方法を紹介し

ます。

まずADO.NETでは、データベース

更新処理がどのように実装されていて、

何が問題となるのかという点から見て

いきましょう。

DataRowの詳細

ADO.NETにおけるデータベースの

操作は、図1に示すオブジェクトが絡
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更新操作の工夫でデータベースを使いやすく

クエリをカスタマイズして
データベースとのやりとりを最適化
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ADO.NETの構成と問題点



みます。

Visual Studio 2005のWindowsフォー

ムを使って開発する場合、データベー

ス操作の中心となるのは、TableAdap

terオブジェクトです［注1］。

TableAdapterオブジェクトには、

データベースから読み取るためのFillメ

ソッドとデータベースへと書き戻すた

めのUpdateメソッドがあります。

データベース操作で重要な役割をす

るのが、1レコードを表現するDataRow

オブジェクトです。

データベースからの読み取り

DataRowオブジェクトの内部には、

「元の値（Original値）」と「現在の値

（Current値）」の2つの値をもっていま

す［注2］。

Fillメソッドを呼び出したときには、

SelectCommandプロパティに設定され
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DataRow 
DataRow 
DataRow 
DataRow 
DataRow

元の値 RowState 
プロパティ id列 lastname列 

1 
2 
3 
4

山田 
田中 
鈴木 
西田 

Unchanged 
Modified 
Unchanged 
Deleted 
Added

firstname列 
太郎 
次郎 
四郎 
五郎 

id列 lastname列 
1 
2 
3 
4 
5

山田 
田中 
鈴木 
西田 
斉藤 

firstname列 
太郎 
次郎 
四郎 
五郎 
六輔 

現在の値 

データベース 

TableAdapter

DataSet

DataTable

Fill メソッド 
SelectCommandの実行 

Updateメソッド 
RowStateプロパティが 
　Addedのとき 
　→ InsertCommandの実行 
　Deletedのとき 
　→DeleteCommandの実行 
　Modifiedのとき 
　→UpdateCommandの実行 

コントロールやコードからの編集操作 

③RowStateプロパティの値によって
適したクエリが実行され、データベー
スへと書き戻される 

①読み込むときには「元の値」と 
「現在の値」の両方に設定される 

②RowStateプロパティが「Added」「Deleted」
「Modified」のものが書き戻しの対象 

「元の値」は書き戻すときにレ
コードを特定するものであり書
き変わることは基本的にはない。 

コントロールとデータバインディング
されるのは、「現在の値」 

どのような変更がされたかによっ
てRowStateプロパティの値が変
わる。初期状態は「Unchanged」。
書き戻しが終わったときにも「Un 
changed」に戻る。 

SelectCommand 
　SELECT … FROM テーブル名 

InsertCommand 
　INSERT INTO テーブル名
　(firstname, lastname) VALUES 
　(firstnameの現在の値 , lastnameの現在の値 )

DeleteCommand 
　DELETE FROM テーブル名
　WHERE id=元の id AND firstname=元の firstname
　  AND lastname=元の lastname

UpdateCommand 
　UPDATE テーブル名 SET 
　  firstname = firstnameの現在の値 ,
　  lastname = lastnameの現在の値
　WHERE id=元の id AND firstname=元の firstname
　  AND lastname = 元の lastname

図1：ADO.NETにおけるデータベース操作の流れ

注1）本稿ではウィザードで作成されたTable
Adapterオブジェクトを活かした開発をしていきま
す。しかし.NET Frameworkにおいて、データベー
ス操作の基本となるのは、DataAdapterオブジェ
クト（SqlDataAdapterオブジェクト）です。実際、
TableAdapterに備わる各メソッドのデフォルトの
動作では、DataAdapterオブジェクトの同名のメ
ソッドを呼び出すだけの動作をしています。ヘル
プを調べるときには、DataAdapterオブジェクト
に関しての情報も参照してください。
注2）BeginEditメソッドを呼び出して編集を開始
したときには、その編集をあとで取り消せるよう
にするために、さらに「編集中の値（Proposed
値）」を使えます。




